
 

 

 

内容 

高校地理総合では、GIS などの ICT を利用する学習の需要が高い。そこで本コンテンツでは、より高

度な GIS の利活用を含む、最新デジタル技術を地理教育に応用する方法を解説する。内容は、次のと

おり計４回の講座とする。 

 

1）GIS の基本と探究学習への応用（15 分×４コマ） 

地理情報システム（GIS）の基本的な概念を説明し、Web ブラウザで使用できる GIS アプリの使用方

法と活用事例について解説する。具体的な活用事例として、GIS を用いた地域分析や防災学習などを

想定している。地域調査の単元を想定した探究学習への応用を想定した授業構成案についても提示し、

受講者にも授業案を考えてもらう。 

 

2）デスクトップ GIS を用いた空間解析（15 分×４コマ） 

1）の応用編として、PC にインストールして使用するデスクトップ GIS の操作方法や空間解析の仕組

みについて説明し、高校地理総合を想定した応用的な地図作成技能に関して解説する。その上で、探究

学習への応用を想定した授業構成案についても提示し、受講者にも授業案を考えてもらう。 

 

3）ドローンやモバイル LiDAR アプリ、３D プリントを用いた 3D 地理教材の紹介（15 分×４コマ） 

ドローンやモバイル LiDAR アプリを用いた３D 地理教材の作成方法について、基本的な機器の操作

方法や 3D 地理情報の解析方法について解説する。また、申請者が参画する導入事例についても紹介

し、受講者にも授業案を考えてもらう。 

 

4）３次元地理情報を用いた学校教育・地域連携に関する事例紹介（15 分×４コマ） 

３次元地理情報を用いた学校教育での授業実践や総合的な学習の時間を活用した地域連携授業につ

いて、先進事例を紹介する。博物館や地域住民などへのインタビューを通して、実践の様子や学習効果

などを紹介し、3 次元地理情報を用いた授業実践の可能性について考えてもらう。 
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